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て存在し、カルボン酸の C=O は -OH 基と水素結合を作って安定化する。従って、そのバンドは660cm-の
C=C 二重結合のバンドに重なって観測される。その他バンドも比較した結果、異なる鎖長の脂肪酸を判別
して解析するためには、00-700cm-の低波数領域を用いると良いことが分かった。開発した解析技術を用
い、海洋性珪藻 Thalassiosira pseudonana の体内に蓄積される脂肪滴の分析を実施した。脂肪滴のトリアシ








下に輸送される。一方 TC は合成されず、経口摂取された TC は肝臓に送られて分解されると考えられていた。












論 文 審 査 結 果 の 要 旨
　本論文は、脂肪の代謝をラマン分光分析法を用いて比較的簡単に、高い信頼性で、定量的に解析できるこ
とを示した。従来のラマン分光研究では、脂質の二重結合総量の変化や熱分解などの報告はあったが、脂肪
酸の組成分析を定量的に行った例は少なかった。また、本論文では生体脂質代謝の分析という新しい分野に
斬り込んでおり、独創性の高い研究である。一方、生体研究の視野からは、簡単かつ非侵襲的に脂肪組成を
分析でき、脂質代謝の研究を加速する強力なツールとして、ラマン分光分析技術が利用できることを示した
成果である。本研究は技術開発を伴う研究であるが、脂質と健康に関する研究は近年医学および食品研究分
野で注目を集めており、この分野の発展に技術的に寄与する研究成果である。
　本研究は計測が困難な対象を新規技術で観測可能にした事例であり、科学技術の発展に貢献する研究であ
る。ラマンスペクトルの強度はレーザー強度、試料 - レンズ距離、蛍光ノイズなど様々な影響で変化するため、
－3－
定量分析の報告は少ない。本研究はスペクトルのノイズ処理を自動化して恣意性を排除した他、相対濃度分
析に目標設定し、生体ラマン定量分析の方向性を示したことが評価できる。内臓脂肪と皮下脂肪の脂質代謝
速度の違いを定量的に求め、経皮的に無侵襲で皮下脂肪の分析に成功したことにより、ラマンプローブを用
いた無侵襲分析が体脂肪管理や健康評価に利用できる可能性を示した。研究の新規性、独創性は高いが、著
者は本研究を３年間で十分に実行できるほど、研究立案能力と実行力に優れている。データ解析には市販ソ
フトウェアが対応しておらず、著者が開発したソフトウェアを用いている。また、ラマンプローブも自作品
であり、著者の高い技術力を示している。
　本論文の１、２部は３報の論文（筆頭著者）にまとめられ、国際ジャーナルで発表されている。第３部は
投稿準備中である。また著者は、国際学会において３回（口頭１回、ポスター２回）国内学会において１回（口
頭）研究成果を報告している。本論文は全て英語で書かれているが、ほぼそのまま国際ジャーナルに発表で
きる高いクオリティがあり、またプレゼンテーション能力も非常に高い。
　上記の通り、審査委員会は、本論文の著者が国際的な研究環境において、独立した研究者として研究を遂
行するために十分な能力を有し、博士（理学）の学位を授与されるに足る十分な資格を有するものと判定した。
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